
鉄
道
軌
道
整
備
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
三
十
年
六
月
十
四
日

参
議
院
国
土
交
通
委
員
会

政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
運
用
に
万
全
を

期
す
べ
き
で
あ
る
。

一

災
害
復
旧
事
業
に
対
す
る
補
助
の
適
用
に
当
た
っ
て
は
、
「
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
」
を
図
る
と
と
も
に
、
民
間
企
業

で
あ
る
鉄
道
事
業
者
の
立
場
を
踏
ま
え
、
そ
の
経
営
判
断
の
主
体
性
に
も
十
分
に
配
慮
し
た
運
用
に
努
め
る
こ
と
。

二

鉄
道
事
業
者
が
長
期
的
な
鉄
道
路
線
の
維
持
、
あ
る
い
は
持
続
可
能
な
交
通
体
系
の
構
築
を
目
的
と
し
た
、
地
域
と
の
協

議
に
主
体
的
に
参
画
す
る
よ
う
、
必
要
な
指
導
な
ど
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
総
合
的
な
交
通
体
系
の
観
点
か
ら
、
事
業
者
と

地
域
全
て
の
関
係
者
の
間
で
、
真
摯
で
建
設
的
な
協
議
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
環
境
整
備
に
努
め
る
こ
と
。

三

本
法
に
よ
る
制
度
の
対
象
が
経
営
の
厳
し
い
路
線
に
係
る
災
害
復
旧
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
更
な
る
支
援
の
拡
充
に
つ
い

て
様
々
な
観
点
か
ら
検
討
を
行
う
こ
と
。

四

自
然
災
害
が
甚
大
化
、
大
規
模
化
、
多
頻
度
化
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
沿
線
地
域
の
山
林
・
河
川
な
ど
の
減
災
・
防

災
事
業
に
万
全
を
尽
く
す
こ
と
。

五

地
域
の
一
層
の
復
興
に
向
け
て
、
地
域
の
関
係
者
及
び
鉄
道
事
業
者
の
連
携
・
協
働
に
よ
り
、
復
旧
し
た
路
線
の
利
用
促

進
を
始
め
と
す
る
所
要
の
取
組
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


